
 

 

  

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

国語 

話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる問題は比較的できていますが（１三（２））、目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける問題に課

題があります（３三（２））。 

 

【学習指導要領の内容の平均正答率（％）】 

【国語 正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）】 

 

【国語 正答率（％）【設問ごと】（横軸：設問、縦軸：正答率）】 

 



 

 

   

 

   

 

               

 

 

  

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題別集計結果】 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題② 

 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題  

 

小学校 

国語 

豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題① 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答の条件】 

 次の条件を満たして解答している。 

①【ちらし】の二重傍線部を書き直し、詳しくしている。 

②【調べたこと】のうち、以下のことから言葉や文を取り上げて書いている。 

ａ〈本を読んで分かったこと〉 ｂ〈使ってみて分かったこと〉 

③60字以上、100字以内で書いている。 

【正答例】 

・何回か折って本を包むと、ブックカバーになり、よごれがつくのを防ぐこと

ができます。また、ペットボトルを包んで持ち運ぶこともでき、水てきが荷

物につくのを防ぐことができます。（84字） 

・手ぬぐいは、何回か折るだけで、ブックカバーとして使うことができます。

本の大きさに合わせて包むことができるので便利です。落としても本にきず

がつきません。(75字) 

・ペットボトルカバーとしてペットボトルを包んで持ち運ぶことができます。

使ってみると、かばんの中の荷物にペットボトルの水てきがつかなくなりま

す。また、温かい飲み物も冷めにくくなるので、とても助かります。(99字) 

小学校 

国語 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ① 

 

【正答率】５８．３％ （豊中市） 

     ５７．７％ （大阪府） 

     ６１．３％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる 

【問題番号】２三 

 

― ここがポイント － 

 
  文章を書く目的や意図に応じて伝

えたいことを明確にすることが重要

です。友達と話し合い、読み手の立

場から「どこを詳しくすれば目的や

意図に応じた文章になるのか」とい

うことを中心にアドバイスし合う場

面を設定すると効果的です。その

際、詳しくする前後の文章をモデル

として提示することで詳しくするこ

とのよさを実感できるようにするこ

とも考えられます。また、詳しくす

る方法をいくつか知ることができる

ように友達同士で書いた文章を見せ

合い、詳しくする方法を話し合うこ

とも効果的です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

国語 豊中の子どもたちの 

課題が見られた問題 ② 

 

【正答率】５２．１％ （豊中市） 

     ５３．６％ （大阪府） 

     ５６．３％ （全 国） 

【出題の趣旨】 

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること

ができるかどうかをみる 

【問題番号】３三（２） 

 

―ここがポイント－ 

 
複数の資料を結び付

けて読む学習活動を設

定し、それぞれの資料

がどのような関係にあ

るのかを考えながら読

むことが重要です。そ

の際、それぞれの資料

にある、語句や情報を

丸や四角で囲んだり、

線などでつないだりす

るなどして、どの部分

と結び付くのか視覚的

に明らかにしながら読

む指導を行うことが効

果的です。 

【正答の条件】 
次の条件を満たして解答している。 

①言葉の変化について納得したことを【資料１】から言葉や文を取り上げて書いている。 

②納得した理由を【資料２】、【資料３】、【資料４】の中から選び、以下のように言葉や文を取り上げて書いて

いる。 

ａ【資料２】、【資料３】のいずれかから言葉や文を取り上げて理由を書いている。 

ｂ【資料４】から言葉や文を取り上げて理由を書いている。 

ｃ【資料２】、【資料３】、【資料４】のうち複数の資料から言葉や文を取り上げて理由を書いている。 

【正答例】 

・言葉の正ごを軽がるしく決めることはできないということになっとくしました。

100年ほど前の作家は「とても安い」「とても寒い」という言い方は新しいと書

いていたそうです。時代とともに言葉の意味が変化するのなら、「正しい」「あや

まり」といった判断はできないはずです。（解答類型１） 

・「どんな言葉を使ってもいい、というわけではない」という部分を読んで、そのと

おりだと思いました。なぜなら、世代によって「雨も様」の意味のとらえ方にちが

いがあるからです。コミュニケーションの食いちがいが起こるとこまると思いま

す。（解答類型２） 

・「言葉は生きている」ということになっとくしました。理由は、言葉は時代によっ

て同じ言葉でも意味や言い方が変わるからです。また、同じ時代であっても、人に

よって意味のとらえ方がちがうことがあるからです。言葉はつねに変化しているこ

とが分かります。（解答類型３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ここがポイント － 

 

小学校 

国語 

【問題番号】１三（２） 

 
豊中の子どもたちの 

強みが見られた問題 

 

【出題の趣旨】 

話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる 

自分が知りたい内容に関する言葉を取り上げ、

更に質問しながら理解を深め、話し手の考えと比

較しながら自分の考えをまとめていけるようにす

ることが大切です。 

【正答率】７５．８％ （豊中市） 

  ７３．２％ （大阪府） 

     ７３．７％ （全 国） 

※この調査の結果は、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。 


